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Presenter�
Presentation Notes�
これは、これまで説明しましたことを時系列にまとめたものです。

　調整費による取組において、３年目でテニュアトラック教員の中間評価を実施しするとともに、制度自体のチェックも行い、 4年目から学長裁量ポストを活用して自主的取組を導入する予定です。
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